
　「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
、
批

准
し
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
に

ふ
さ
わ
し
い
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
努
力
を
求
め
る
意
見
書
」

提
案
理
由
説
明

　

2
0
1
9
年
8
月
1
9
日（
月
）

　
　

日
本
共
産
党　

古
堅
茂
治

　

ハ
イ
サ
イ
、グ
ス
ー
ヨ
ー 

　

チ
ュ
ー
ウ
ガ
ナ
ビ
ラ
。オ
ー
ル
沖
縄
・

日
本
共
産
党
の
古
堅
茂
治
で
す
。

　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
、
ニ

ラ
イ
会
派
と
日
本
共
産
党
が
共
同
で
提

案
し
た
意
見
書
案
第
1
0
号
「
核
兵
器

禁
止
条
約
に
署
名
、批
准
し
、唯
一
の
戦

争
被
爆
国
に
ふ
さ
わ
し
い
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
た
努
力
を
求
め
る
意
見
書
」
に

つ
い
て
提
案
理
由
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
2
次
世
界
大
戦
は
、
2
千
万
人
を

こ
え
る
ア
ジ
ア
諸
国
民
と
3
百
万
人
を

こ
え
る
日
本
国
民
、
1
0
数
万
人
の
沖

縄
県
民
の
尊
い
生
命
を
奪
い
ま
し
た
。

こ
の
戦
争
の
な
か
で
、
沖
縄
は
一
般
住

民
を
巻
き
込
ん
だ
悲
惨
な
地
上
戦
の
戦

場
と
な
り
、
日
本
本
土
も
全
土
に
わ
た

る
空
襲
で
多
く
の
地
方
が
焦
土
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
1
9
4
5
年
8
月
6
日
に

広
島
で
、9
日
に
長
崎
で
、ア
メ
リ
カ
軍

が
投
下
し
た
原
子
爆
弾
の
さ
く
裂
に
よ

る
強
烈
な
光
線
と
熱
線
、
大
量
の
放
射

線
、爆
風
は
人
々
の
体
を
貫
き
、お
び
た

だ
し
い
命
を
奪
い
ま
し
た
。原
爆
投
下

か
ら
4
か
月
余
り
の
う
ち
に
、
広
島
で

約
1
4
万
人
、
長
崎
で
約
7
万

4
0
0
0
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
き
延
び
た
人
々
も
放
射
線
障
害
な
ど

に
よ
っ
て
長
年
苦
し
み
、
被
爆
者
が
語

る
言
語
に
絶
す
る
体
験
は
、
核
兵
器
が

他
に
例
を
み
な
い
非
人
道
的
な
、
無
差

別
の
大
量
破
壊
兵
器
で
あ
る
こ
と
を

は
っ
き
り
と
示
し
て
い
ま
す
。

　

核
兵
器
が
い
か
に
非
人
道
的
で
破

滅
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
か
は
、
広

島
・
長
崎
の
惨
状
が
示
し
て
い
ま
す
。

被
爆
者
と
広
島
平
和
記
念
資
料
館
、

長
崎
原
爆
資
料
館
は
、そ
の
惨
状
、実

相
を
生
々
し
く
伝
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。こ
の
核
兵
器
が
も
た
ら
す
生
き

地
獄
、
広
島
･
長
崎
の
惨
状
を
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
、
被
爆
者
を
は

じ
め
、
多
く
の
国
民
の
強
い
願
い
で

す
。私
た
ち
日
本
国
民
は
核
兵
器
に

よ
る
惨
害
、
い
た
ま
し
い
被
害
を
そ

の
歴
史
に
刻
み
込
ん
だ
世
界
で
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
民
で
す
。広
島
、
長

崎
、
そ
し
て
沖
縄
の
戦
争
に
よ
る
惨

禍
は
絶
対
に
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」、ふ

た
た
び
被
爆
者
と
戦
争
犠
牲
者
を
つ

く
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、現
在
、核
兵
器
は
世
界

に
約
1
万
4
0
0
0
発
、
9
カ
国
が

保
有
し
、核
兵
器
の
破
壊
力
も
広
島
、

長
崎
型
の
原
爆
の
1
0
0
倍
以
上
と

進
化
し
、核
兵
器
の
使
用
、核
戦
争
の

危
険
が
地
球
と
人
類
を
脅
か
し
て
い

ま
す
。ま
た
、核
兵
器
に
か
か
わ
る
重

大
事
故
は
、
世
界
各
地
で
い
く
つ
も

発
生
し
て
い
ま
す
。今
、大
国
の
軍
拡

競
争
の
な
か
で
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な

量
の
核
兵
器
は
、
人
類
の
存
続
に

と
っ
て
の
重
大
な
脅
威
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

核
兵
器
は
、
い
か
な
る
理
由
で
あ

れ
、い
か
な
る
地
域
に
お
い
て
も
、再

び
使
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
大
量
破

壊
、
無
差
別
殺
人
の「
悪
魔
の
兵
器
」

で
す
。大
量
破
壊
兵
器
の
禁
止
・
廃

絶
を
取
り
決
め
た
条
約
と
し
て
は
化

学
兵
器
条
約
（
1
9
9
7
年
発
効
）、

生
物
兵
器
条
約（
1
9
7
5
年
発
効
）

が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、も
っ
と
も
残

虐
で
、
最
大
の
被
害
を
も
た
ら
す
核

兵
器
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
条
約
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、こ
の
状
況
を
克
服
す
る

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
の
が
、
2
0
1
7

年
7
月
に
国
連
加
盟
国
の
約
3
分
の

2
に
あ
た
る
1
2
2
カ
国
が
賛
成
し

て
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
で

す
。同
条
約
で
は
、
核
兵
器
に
つ
い
て
、

破
滅
的
な
結
末
を
も
た
ら
す
非
人
道

的
な
兵
器
で
あ
り
、
国
連
憲
章
、
国
際

人
道
法
、
国
際
人
権
法
に
反
す
る
も
の

で
あ
る
と
断
罪
し
、
核
兵
器
は
不
道
徳

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
国
際
法
史
上
初

め
て
違
法
な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。条

約
の
前
文
で
は
、「
核
兵
器
使
用
の
被

害
者
（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
）
お
よ
び
核
実
験

の
被
害
者
の
容
認
し
が
た
い
苦
難
と

損
害
」
に
留
意
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴

え
続
け
た
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
取
り
組

み
」を
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
広
島
・

長
崎
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国
の
被

爆
者
を
先
頭
と
す
る
努
力
、
日
本
と
世

界
の
反
核
運
動
が
連
携
し
て
、
つ
く
り

あ
げ
た
と
も
言
え
る
歴
史
的
条
約
で

す
。同
条
約
に
は
、
す
で
に
7
0
カ
国

が
署
名
し
、
2
5
カ
国
が
批
准
し
て
い

ま
す
。5
0
番
目
の
国
が
批
准
し
て
か

ら
9
0
日
後
に
発
効
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
8
月
6
日
、
9
日
に
発
表

さ
れ
た
戦
争
被
爆
地
の
「
広
島
平
和
宣

言
」「
長
崎
平
和
宣
言
」で
も
、
日
本
政

府
に
対
し
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批

准
と
核
兵
器
廃
絶
へ
の
努
力
等
を
求

め
て
い
ま
す
。同
趣
旨
の
地
方
議
会
の

意
見
書
は
、
沖
縄
県
議
会
で
の
全
会
一

致
の
採
択
を
は
じ
め
、
全
国
自
治
体
の

2
3
％
、
4
0
6
議
会
で
決
議
さ
れ
、

さ
ら
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
被
爆
者
が
呼
び
か
け
て
、
核

兵
器
廃
絶
と
核
兵
器
禁
止
条
約
に
す

べ
て
の
国
が
加
盟
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
に

は
、
全
国
6
5
%
の
自
治
体
の
ト
ッ

プ
、
2
0
名
の
知
事
、
1
1
5
0
名
の

市
区
町
村
長
と
国
内
外
で
9
4
1
万

人
以
上
が
賛
同
・
署
名
す
る
大
き
な

運
動
と
な
り
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

原
爆
を
投
下
し
た
ア
メ
リ
カ
で
も
、

州
・
市
議
会
で
署
名
・
批
准
を
呼
び

か
け
る
決
議
の
採
択
が
相
次
ぎ
、
7
月

1
日
の
全
米
市
長
会
議
の
年
次
総
会

で
も
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
支
持
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
核
兵
器
の
廃
絶
と
核

兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め
る
世

論
と
運
動
は
、
国
際
政
治
を
動
か
す
大

き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
戦
争
被
爆
7
5
年
、
核
兵
器

不
拡
散
条
約
発
効
5
0
周
年
の
節
目

の
年
で
す
。5
年
に
１
度
の
核
兵
器
不

拡
散
条
約
再
検
討
会
議
が
開
か
れ
ま

す
。最
大
規
模
の
核
軍
縮
交
渉
で
も
あ

る
こ
の
会
議
で
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、フ
ラ
ン
ス
、ロ
シ
ア
、中
国
の
核
保

有
大
国
な
ど
が
、
核
不
拡
散
条
約
第
6

条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
核
軍
縮
の
交

渉
義
務
を
果
た
す
と
と
も
に
、
核
兵
器

廃
絶
へ
向
け
て
力
強
く
進
む
転
機
に

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
や
孫
の
明
る
い
未
来
、
命
が
輝
く

青
い
地
球
を
未
来
に
残
す
た
め
に
、
人

類
の
死
活
に
か
か
わ
る
核
戦
争
の
防

止
と
核
兵
器
の
廃
絶
は
必
ず
実
現
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
協
議
し

た
結
果
、
日
本
政
府
に
対
し
、
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
と
し
て
、
核
兵
器
の
な
い

世
界
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
う
世

界
の
人
々
と
連
携
し
、
核
兵
器
の
禁

止
・
廃
絶
に
向
け
て
真
剣
に
努
力
す

る
証
と
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
速

や
か
に
署
名
、
批
准
す
る
こ
と
を
求
め

る
た
め
に
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
議

員
の
連
名
に
よ
り
、
こ
こ
に
意
見
書
案

を
提
出
し
た
次
第
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
意
見
書
の
案
文
を
朗
読

い
た
し
ま
す
。

※
前
ペ
ー
ジ
意
見
書
で
す
。【
省
略
】

　

な
お
意
見
書
の
宛
先
は
、
衆
議
院
議

長
参
議
院
議
長　

内
閣
総
理
大
臣　

外
務
大
臣
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

人類の死活にかかわる核戦争の防止と核兵器の廃絶を必ず

　

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ

　

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ

　

ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ
サ
キ

　

ノ
ー
モ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ

　

ノ
ー
モ
ア
・
ウ
ォ
ー

　

核
兵
器
の
な
い
世
界
、
戦
争
の
な
い

恒
久
平
和
へ
の
那
覇
市
議
会
の
熱
い

想
い
を
発
信
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。議
員
各
位
の
ご
賛
同
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。グ
ス
ヨ
ー　

　

ユ
タ
シ
ク 

ウ
ニ
ゲ
ー
サ
ビ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
意
見
書
提
案

に
向
け
て
、
長
崎
・
広
島
の
会
派
視
察

を
行
い
、
被
爆
の
惨
状
、
核
廃
絶
を
求

め
る
運
動
な
ど
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

那
覇
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
そ

の
視
察
報
告
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
那
覇
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
の
情
報
公
開
⬇
行
政
視
察
報

告
書
⬇
会
派
日
本
共
産
党
視
察
報
告

書
の
順
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

「核兵器禁止条約に署名、批准し、唯一の戦争被爆国に
ふさわしい核兵器廃絶に向けた努力を求める意見書」
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